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 令和８年度 京都府献血推進計画 

 

 

１ はじめに 

 

本計画は、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和31年法律

第160号）」第９条第１項の規定により国が定める「基本方針」及び同法第10条第

１項の規定による「献血推進計画」を踏まえ、献血について府民の理解を深める

とともに、採血事業者による献血の受入れが円滑に実施されるよう、同法第10条

第５項の規定により、京都府における献血の推進に関する計画を定めるもので

す。 

 

 

２ 基本方針 

 

（１）安全性の向上 

 

人の血液を原料とする血液製剤の特性を踏まえ、安全な血液を確保すること

が重要であり、献血者の正しい理解、協力が得られるよう努めます。 

 

 

（２）透明性の確保 

 

血液事業は、相互扶助と博愛精神の献血に基づいて実施されることから、事

業の実施に当たっては、献血や血液製剤について広く府民の方々に正確な情報

提供を行います。 

 

 

（３）健康づくりの支援 

 

献血を通じて、正しい食習慣や自らの健康について考える機会を提供するな

ど、一人ひとりの健康づくりを支援する中で、血液事業を推進します。 
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３ 血液事業を巡る現況 

 

（１）献血の状況 

 

京都府における献血者数は、平成元年に16万人前後となって以降、減少傾向

となっていたが、近年は全血献血者数と成分献血者数の内訳に増減はあるもの

の、全体としては概ね横ばいの状況にあり、令和６年度の全血献血者数は

76,157人、成分献血者数は31,898人、全体として計108,055人と前年度から

2,229人の減少となりました。 

 

過去５か年の献血者数の推移            （単位：人） 

年  度 ２ ３ ４ ５ ６ 

全 

血 

400ｍＬ 75,482 75,153 76,307 76,342 75,199 

200ｍＬ 1,060 1,041 1,139 1,032 958 

小 計 76,542 76,194 77,446 77,374 76,157 

成 

分 

血小板 13,139 13,593 15,761 15,491 17,984 

血 漿 25,886 23,426 20,203 17,419 13,914 

小 計 39,025 37,019 35,964 32,910 31,898 

合  計 115,567 113,213 113,410 110,284 108,055 

 対前年比 104.7％ 98.0％ 100.2％ 97.2％ 98.0％ 

献血量（Ｌ） 51,859 50,667 50,451 48,756 48,382 

 

（２）輸血用血液製剤の供給状況 

 

医療機関における適正な使用が進んでいることもあり、近年、横ばい傾向と

なっております。令和６年度に京都府内の医療機関へ供給された輸血用血液製

剤については、430,288本と前年度に比べ、赤血球製剤、血小板製剤、血漿製剤

のいずれの製剤も減少しました。 

 

過去５か年の輸血用血液製剤の供給状況 （単位：本（200mL換算）） 

年  度 ２ ３ ４ ５ ６ 

人全血液 0 0 0 0 0 

赤 血 球 145,817 148,335 146,739 148,252 146,956 

血 小 板 222,004 223,485 221,750 255,065 231,150 

血  漿 56,278 57,359 52,892 61,214 52,182 

合  計 424,099 429,179 421,381 464,531 430,288 

 対前年比 96.5％ 101.2％ 98.2％ 110.2％ 92.6％ 
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（３）血液事業の広域運営体制 

 

需要に見合った輸血用血液の確保及び血漿分画製剤の国内自給に向けた原

料血漿の確保を始め、医療機関の要請により的確に対応するための体制整備を

目的として、平成 24 年４月から都道府県単位の運営体制を全国７ブロック単

位での広域事業運営体制を構築しています。 

 

 

４ 献血目標 

 

令和８年度の輸血用血液製剤の需要見込量と原料血漿割当量は、次のとおりで

あり、これを基に、献血血液量及び献血者数について令和８年度の目標を設定し

ます。 

 

（単位：本（200mL 換算）） 

人全血液 赤 血 球 血 小 板 血  漿 合  計  原料血漿割当量 

0    148,000 227,000 54,240 429,240  24,250Ｌ 

 

（１）献血血液量目標 

 

輸血用血液製剤の需要見込量と原料血漿割当量を考慮すると、令和８年度

は、全血献血により 29,767Ｌ、成分献血により 18,319Ｌ（血小板献血 7,476

Ｌ、血漿献血 10,843Ｌ）、計 48,086Ｌの血液確保を献血血液量目標とします。 

 

（単位：Ｌ） 

 全血献血 
成  分  献  血 

合  計 
血小板 血 漿 小 計 

血液量 29,767  7,476   10,843   18,319   48,086  

 

（２）献血者数目標 

 

献血は、医療需要の高い 400ｍＬ全血採血を推進するとともに、上記の必要

量を確保するため、全血献血により 74,809 人（400ｍＬ献血 74,026 人、200

ｍＬ献血 783 人）、成分献血により 32,146 人（血小板献血 13,403 人、血漿献

血 18,743人）、計 106,955人を献血者数目標とします。 
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（単位：人） 

 
全 血 献 血 成 分 献 血 

合 計 
400mL 200mL 小 計 血小板 血 漿 小 計 

献血者数 74,026 783 74,809 13,403 18,743 32,146 106,955 

 

 

５ 安全確保対策の徹底 

 

感染症の発生など血液製剤による重大な健康被害が生じることのないよう、安

全性の高い血液製剤を供給することが重要であるため、採血事業者等と連携し

て、必要な施策を推進します。 

 
   
 ・ ＨＩＶ等感染症の検査目的の献血防止 

・ 献血受付時の本人確認の厳格化 

・ 海外渡航者の献血制限 

・ ４００ｍＬ献血及び成分献血の推進 

・ 採血時における問診の強化等 

・ 医療関係者における情報収集及び提供 

 

   
 

 

６ 健康づくりの支援 

 

善意の献血参加が健康増進につながるよう、献血者に対し健康管理に関する検

査を行うとともに、血色素量不足により献血できなかった方々に対し、生活習慣

の改善に必要な助言を行うなど、府民の方々の健康づくりを支援します。 

 
   
 ・ 献血者全員に対しての生化学検査及び血球計数検査の実施、

結果の通知 

・ 健康づくり関連情報の提供（献血受付時、血色素量不足者へ

のパンフレット配布） 

・ 食生活改善指導の実施（大学献血実施時等） 
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７ 献血目標を達成するための取組 

 

（１）普及啓発活動の実施 

 

全ての血液製剤を安全かつ安定的に確保できるよう、国、市町村、日本赤十

字社京都府支部、京都府赤十字血液センター及び献血推進組織等と連携して、

府民の方々に対し、血液に関する正しい情報を提供し、正しい知識と献血の普

及啓発に努めます。 

また、医療現場における血液製剤の利用状況についても、府民の方々に情報

提供を行う中で、献血により得られた血液の安全確保の重要性の周知を図りま

す。 

 

ア 若年層及び幼少期対策 

◇ 「学生の街京都」の特性を生かし、様々な機会をとらえ、血液事業の担

い手たる若年層の積極的な献血参加を呼びかけます。 

（献血目標 10 代 5,607人、20 代 17,500 人、30 代 16,100人） 

 

◇ 教育委員会等と連携し、小学校、中学校、高等学校等の児童・生徒に血

液や献血に関する正しい知識を深めるとともに、献血協力への関心を高め

てもらうため、児童・生徒の発達段階に応じて必要な情報提供、「献血セミ

ナー」の実施や献血に触れ合う機会づくりに努めます。 

 

◇ また、献血可能年齢にある高校生に対して、学校の協力を得て、献血へ

の理解、自主的な献血参加を呼びかけます。 

 

◇ 将来の献血基盤の確保という観点から、特に、高校生等の初回献血時に

は、200ｍＬ全血採血を推進する等、できる限り献血を経験してもらえる

よう配慮します。 

 

◇ 特に次世代の献血者を育てていくために、子どもを対象にした献血に触

れ合える機会づくりや、親子一緒に献血の必要性を理解してもらう広報啓

発などに取組みます。 
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 ・ 京都府学生献血推進協議会との合同街頭キャンペーン等共

同で若年層へ働きかける取組の実施 

・ 薬物乱用防止教育等、様々な機会を活用した中学、高校、大

学での啓発の推進及び働きかけの強化による若年層の献血の

推進 

・ 特に高校生を中心とした若年層の献血への関心を深めるた

め、高校生及び高等学校関係者に対する献血への理解と協力を

呼びかけ（ボランティア団体の協力も得ながら高等学校でのキ

ャンペーンの実施など） 

・ 血色素量不足等による献血できない若年層への健康づくり

を働きかけるため、高校生及び大学生に、生活習慣改善のアド

バイスを実施 

・ 若年層向け広報媒体（ＳＮＳ広告、Ｗｅｂサイト等）の活 

用による効果的な啓発の実施（年２回以上） 

・ ホームページによる移動採血車の配車日程、血液の在庫情報

等の提供 

・ 啓発ポスターの配布、掲示 

・ 啓発リーフレットの作成、配布 

・ 各世代向けの「献血セミナー」等の実施 

・ 献血ル－ム等の施設見学、子ども献血ツアーの実施 

・ 子どもたちが集まる機会を利用した献血を学ぶ健康教育の

実施 

 

   
 

イ 献血推進キャンペ－ン等の実施 

◇  全国的に展開される「愛の血液助け合い運動」や「「はたちの献血」キ

ャンペーン」等と歩調を合わせ、市町村及び採血事業者と連携し、様々な

広報媒体や地域イベントを活用しながら、効果的な普及啓発を行います。 

 

◇  また、地域、職域、学校等において、関係者の協力を得ながら献血への

理解と参加を求めていきます。 
   
 ・ 愛の血液助け合い運動の実施（７月） 

・ クリスマス献血キャンペーンの実施（12月） 

・ 「はたちの献血」キャンペーンの実施（１月～２月） 

・ 広報紙、テレビ、ラジオ、新聞等による広報 

・  各種イベントの機会をとらえたブース出展等による広報 

（随時） 

・  普及啓発ポスターの作成、配布、掲示（月間） 

・ 街頭啓発活動の実施（月間） 

・ ホームページやＳＮＳを通じたＰＲ 
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（２）献血推進体制の強化 

 

  ◇ 安全で持続可能な血液供給体制を構築する上で、献血思想の普及啓発を継

続的に行うとともに、計画的な献血者の確保を図っていくことが必要です。 

 

◇ このため、京都府献血推進協議会を中核として、医療関係者、採血・製造

販売事業関係者、献血推進組織関係者、教育関係者、報道関係者、行政関係

者等による連絡調整及び活発な意見交換を通じて円滑な献血推進運動に努

めます。 
   
 ・ 京都府献血推進協議会の開催 （３月） 

・ 府内の献血状況に係る情報提供 

 

   
 

◇ 府民生活に最も密接な市町村と連携しながら、地域における献血推進組織

の取組を支援し、献血基盤の着実な整備に努めます。 
   
 ・ 市町村献血推進組織の取組支援 

・ 献血推進事業に係る市町村との意見交換（１～２月） 

 

   
 

（３）複数回献血の推進 

 

◇ 採血事業者と連携して、善意の献血者に対し、献血の意義や血液の需給動

向などの情報提供を行うことにより、献血への一層の理解と継続的な協力を

呼びかけます。 

 

◇ 特に初回献血者に対して、重点的に継続的な献血への協力を呼びかけま

す。 

 

◇ また、血液在庫の不足時等に備え、平素からあらかじめ血液センターに登

録された献血者に対し、機動的・効率的に呼びかけを行うことができる体制

（組織化）の整備を促進します。 
   
 ・ 献血案内のはがき送付やメール、ＬＩＮＥの送信 

・ ＳＮＳによる献血情報の発信 

・ 献血リピーターの確保（献血者全体の 35％確保を目標） 

・ 献血Ｗｅｂ会員サービス「ラブラッド」による、献血予約、

事前問診、血液検査の確認等、利便性の向上 

・ 健康増進事業の実施 
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（４）献血受入環境の整備 

 

◇ 採血事業者による献血が円滑に実施されるよう、市町村及び採血事業者と

の連携を通じて、関係機関等に協力を求めます。 
   
 ・ 献血ルームの活用促進 

・ 献血ルームの常時開設（年末年始の一部除く。） 

・ 献血ルーム環境の整備、充実 

・ 移動採血車の配車日程の調整 

・ 献血場所、移動採血車の駐車場所の確保 

・ 献血者の安全を確保するための事前説明の徹底 

 

   
 

◇ 各種団体との円滑な連携により、献血者の安定確保に努めます。 
   
 ・ 社会貢献活動団体、学生団体等との連携強化  
   

 

◇ 民間事業所等における献血実施の拡大に努めます。 
   
 ・ 事業所等に、献血Ｗｅｂ会員サービス「ラブラッド」による

予約献血の活用をすすめ、従業員（特に 20代・30代）のボラ

ンティア活動としての献血協力の支援を要請するとともに、在

宅勤務者等に対して、居住地近隣の献血会場での献血協力な

ど、新しい生活様式を踏まえた支援を依頼 

・ 移動採血車の配車体制の整備 

・ 「献血サポーター」参加企業の募集 

（献血サポーター登録数：160企業・団体） 

・ 事業所向け「献血セミナー」の実施 

 

   
 

◇ 府民の方々が、身近なボランティア活動として安心して積極的に献血でき

る環境づくりを推進します。 
   
 ・ 献血ルーム等における快適性の向上 

・ 献血者のプライバシー確保 

・ 初回献血者等には、200mL や成分献血等の区分や安全性を丁

寧に説明し、献血者の意志を尊重（医療需要に応じた採血区分

への協力も要請） 

・ 「予約」や「事前の問診回答」の推進により、混雑・密集の

回避、滞在時間の短縮、接触機会の削減 

・ 基本的な感染対策の徹底 
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（５）顕 彰 

 

献血推進に功績のあった個人又は団体を顕彰します。 

 
   
 ・ 厚生労働大臣表彰・感謝状の推薦（４月）及び伝達（７月） 

・ 京都府献血推進協議会会長の表彰（10月） 

 

   
 

（６）情報提供 

 

採血事業者、製造販売業者及び医療機関の協力を得て、献血により得られた

血液の安全確保対策や利用状況に関する情報を積極的に府民の方々に提供し

ます。 

 

 

８ その他献血の推進に関する事項 

 

（１）血液製剤の適正使用の推進 

 

血液製剤の適正使用と輸血療法の安全性向上のため、京都府内の医療機関、

京都府赤十字血液センターと連携して、各医療機関における血液製剤の適正使

用を推進します。 

 

（２）献血者登録制度の推進 

 

献血時の協力依頼や献血Ｗｅｂ会員サービス「ラブラッド」及び「ラブラッ

ド」アプリの活用により、Ｒｈ（－）等まれな血液型を含む献血者登録の組織

化に努めます。 

 

（３）血液製剤の在庫不足時の対応 

 

京都府赤十字血液センターとの連携により、常に血液製剤の在庫状況を把握  

し、在庫に不足が生じた場合は、報道機関等の協力を得て、府民に情報を提供

するとともに、積極的な献血を呼びかけます。 
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（４）災害時等における輸血用血液の確保 

 

◇  災害時等においては、報道機関等の協力を得て、市町村及び京都府赤十字

血液センターと連携し、府民の方々に積極的な献血を呼びかけるとともに、

必要な輸血用血液を迅速に確保し、円滑な供給を図ります。 

 

◇ 大規模災害時等においては日本赤十字社と連携し、必要な輸血用血液を迅

速に確保し、円滑な供給を図ります。 

 

◇  新興､再興感染症のまん延下の状況にあっても、京都府赤十字血液センタ

ーが、医療需要に応じた血液製剤の安定供給を図るため、安心・安全な献血

環境の保持と献血者への感染防止対策を行い、円滑に献血事業が遂行できる

よう、様々な媒体を活用した広報活動を行うなどその取組を支援します。 


